
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

教　　　科

児童質問紙

○
○ 国語において、全国を上回っている。

◎ 国語、算数・数学、英語及び学力向上を担当している教員とで構成した授業力向上プロジェクトチームによる全国学力・学
習状況調査結果の分析を踏まえた「旭川版　指導の改善策」の作成と各学校・各種研修会等での活用

■旭川市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：53校、児童数：2372人）

○

【児童質問紙調査】【教科全体の状況】

【分析】

「学力向上検証改善スケジュール」に基づいた、各学校における「学力向上ロードマップ」の作成

「前年度までに、学習規律の維持を徹底し
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道
を上回っている。

学校質問紙
○ 「前年度までに、家庭学習の取組として、学

校では、児童に家庭での学習方法等を具体
例を挙げながら教えるようにした」と回答した
学校の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

【旭川市の学力向上策】

◎

確かな学力育成プランの望ましい学習習慣づく
りに基づき、効果的な宿題や家庭学習について
の指導を重点的に行ったことにより、「家庭学習
の取組として、学校では、児童に家庭での学習
方法等を具体例を挙げながら教えるようにし
た」と回答した学校が全国及び全道を上回った
と考えられる。

○

◎

確かな学力の育成を図る３つの柱である 「学びを深める授業づくり」「落ち着いた学級づくり」「望ましい学習習慣づくり」に
基づく取組の推進

◎ 市内の全中学校から生徒会役員を中心とするメンバーが集まり協議する「生活・学習Ａｃｔサミット」による、児童生徒自らが
生活習慣及び学習習慣を改善する取組の推進

◎

◎ 授業力向上プロジェクトチームメンバーを講師及び授業者とした、年３回の授業力向上研修会の実施
◎ 小・中学校８校を指定する旭川市教育実践推進事業の推進
◎ 「旭川市小中連携・一貫教育推進プラン」に基づく小中連携・一貫教育の推進

全小・中学校で導入しているオンライン教材を活用した、個に応じた指導の充実
◎ 学生ボランティア等の市内小・中学校への派遣によるきめ細かい指導の充実

○

○
確かな学力育成プランの落ち着いた学級づくり
に基づき、学習規律の指導の重要性について
共通理解を図ったことにより、「前年度までに、
学習規律の維持を徹底した」と回答した学校が
全国及び全道を上回ったと考えられる。

○
「国語の授業で文章や資料を読むとき、目的
に応じて、必要な語や文を見つけたり、文章
や段落どうしの関係を考えたりしながら読ん
でいる」と回答した児童の割合が、全国を上
回っている。

○

確かな学力育成プランの学びを深める授業づく
りに基づき、授業改善に取り組んだことにより、
「理解していないところなどを分かるまで教えて
くれる」と回答した児童が全国及び全道を上
回ったり、「国語の授業で文章等を読むとき、目
的に応じて、必要な語や文を見つけたり、文章
や段落どうしの関係を考えたりしながら読んで
いる」と回答した児童が全国を上回ったりしたと
考えられる。

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読
むこと」、算数では、「図形」で全国を上回っ
ている。

「先生は、授業やテストで間違えたところや、
理解していないところについて、分かるまで
教えてくれていると思う」と回答した児童の割
合が、全国及び全道を上回っている。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

学校質問紙

【旭川市の学力向上策】

○

○

「先生は、授業やテストで間違えたところや、
理解していないところについて、分かるまで
教えてくれていると思う」と回答した生徒の割
合が、全国及び全道を上回っている。

○ 「国語の授業で文章や資料を読むとき、目的
に応じて、必要な語や文を見つけたり、文章
や段落どうしの関係を考えたりしながら読ん
でいる」と回答した生徒の割合が、全国を上
回っている。

「前年度までに、家庭学習の取組として、学
校では、児童に家庭での学習方法等を具体
例を挙げながら教えるようにした」と回答した
学校の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

○ 「前年度までに、学習規律の維持を徹底し
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道
を上回っている。

確かな学力育成プランの学びを深める授業づく
りに基づき、授業改善に取り組んだことにより、
「理解していないところなどを分かるまで教えて
くれる」と回答した生徒が全国及び全道を上
回ったり、「国語の授業で文章等を読むとき、目
的に応じて、必要な語や文を見つけたり、文章
や段落どうしの関係を考えたりしながら読んで
いる」と回答した生徒が全国を上回ったりしたと
考えられる。

○

確かな学力育成プランの落ち着いた学級づくり
に基づき、学習規律の指導の重要性について
共通理解を図ったことにより、「前年度までに、
学習規律の維持を徹底した」と回答した学校が
全国及び全道を上回ったと考えられる。

確かな学力育成プランの望ましい学習習慣づく
りに基づき、効果的な宿題や家庭学習について
の指導を重点的に行ったことにより、「家庭学習
の取組として、学校では、生徒に家庭での学習
方法等を具体例を挙げながら教えるようにし
た」と回答した学校が全国及び全道を上回った
と考えられる。

■旭川市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：26校、生徒数：2394人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○
○

国語において、全国を上回っている。

◎

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

【学校質問紙調査】

○

国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する
事項」、数学では、「資料の活用」、英語で
は、「聞くこと」で全国を上回っている。

◎ 市内の全中学校から生徒会役員を中心とするメンバーが集まり協議する「生活・学習Ａｃｔサミット」による、児童生徒自らが
生活習慣及び学習習慣を改善する取組の推進

◎ 授業力向上プロジェクトチームメンバーを講師及び授業者とした、年３回の授業力向上研修会の実施
◎ 小・中学校８校を指定する旭川市教育実践推進事業の推進
◎ 「旭川市小中連携・一貫教育推進プラン」に基づく小中連携・一貫教育の推進

確かな学力の育成を図る３つの柱である 「学びを深める授業づくり」「落ち着いた学級づくり」「望ましい学習習慣づくり」に
基づく取組の推進

◎ 学生ボランティア等の市内小・中学校への派遣によるきめ細かい指導の充実
◎ 全小・中学校で導入しているオンライン教材を活用した、個に応じた指導の充実

◎ 「学力向上検証改善スケジュール」に基づいた、各学校における「学力向上ロードマップ」の作成
◎ 国語、算数・数学、英語及び学力向上を担当している教員とで構成した授業力向上プロジェクトチームによる全国学力・学

習状況調査結果の分析を踏まえた「旭川版　指導の改善策」の作成と各学校・各種研修会等での活用
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

学校全体の言語活動の実施状況や課題につ
いて、全教職員の間で話し合ったり、検討した
りしたことにより、児童が学級の友達との間で
話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた
り、広げたりすることができるようになり、国語
の「話すこと・聞くこと」「伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項」で全国を上回ったと考
えられる。

「国語の指導として、前年度までに、目的や
相手に応じて話したり聞いたりする授業を
行った」と回答した学校の割合が、全国及び
全道を上回っている。

【士別市の学力向上策】

児童質問紙
国語の指導として、前年度までに、目的や相手
に応じて話したり聞いたりする授業を行ったこと
により、児童が国語の授業では、目的に応じ
て、自分の考えを話したり書いたりするようにな
り、国語の「話すこと・聞くこと」「伝統的な言語
文化と国語の特質に関する事項」で全国を上
回ったと考えられる。

学校質問紙
○

○

○ 国語の正答率は、全国とほぼ同様である。 ○
○

◎ 習熟度別少人数指導による指導形態の工夫
◎ 授業改善推進チーム（推進教員３名）による国語・算数の巡回指導の実施

■士別市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：6校、児童数：141人）

【教科全体の状況】 平　 均
正答率 【児童質問紙調査】

【学校質問紙調査】

【分析】

教　　　科
国語では、「話すこと・聞くこと」「伝統的な言
語文化と国語の特質に関する事項」で全国
を上回っている。

「学級の友達との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりするこ
とができていると思う」と回答した児童の割
合が、全国を上回っている。

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考
えを話したり書いたりしている」と回答した児
童の割合が、全国を上回っている。

◎ 外国語教育の充実
◎ 複数の教員によるチーム体制での授業改善の推進

○ ○

○ 「学校全体の言語活動の実施状況や課題に
ついて、全教職員の間で話し合ったり、検討
したりしている」と回答した学校の割合が、
全国及び全道を上回っている。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

「国語の勉強は好きだ」と回答した生徒の割
合が、全国及び全道を上回っている。

国語 数学 英語

69 52 47

◎
◎ 外国語教育の充実

○ ○国語の正答率は、全国平均を下回るも、「読
むこと」で全国に最も近い結果となっている。

○

国語の指導として、前年度までに、発展的な学
習の指導を行ったことにより、生徒が国語の勉
強が好きになり、国語の「読むこと」で全国に最
も近くなったと考えられる。

国語の指導として、前年度までに、様々な文章
を読む習慣を付ける授業を行ったことにより、
生徒が読書が好きになり、国語の「読むこと」で
全国に最も近くなったと考えられる。

○

「国語の指導として、前年度までに、様々な
文章を読む習慣を付ける授業を行った」と回
答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

【士別市の学力向上策】

学校質問紙

○

○

複数の教員によるチーム体制での授業改善の推進

「国語の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行った」と回答した学校の割
合が、全国及び全道を上回っている。

◎ 習熟度別少人数指導による指導形態の工夫

■士別市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：5校、生徒数：138人）

【教科全体の状況】 平　 均
正答率 【生徒質問紙調査】

【学校質問紙調査】

【分析】

教　　　科

生徒質問紙

「読書は好きだ」と回答した生徒の割合が、
全国及び全道を上回っている。

○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○ 前年度までに、家庭学習の取組として、学校で
は、児童に家庭での学習方法等を具体例を挙
げながら教えるようにしたことにより、児童が家
で自分で計画を立てて勉強するようになり、国
語の「書くこと」「読むこと」「伝統的な言語文化
と国語の特質に関する事項」、算数の「数と計
算」で全国を上回ったと考えられる。

前年度までに、各教科等で身に付けたことを、
様々な課題の解決に生かすことができるような
機会を設けたことにより、児童が課題の解決に
向けて、自分で考え、自分から取り組むように
なり、国語の「書くこと」「読むこと」「伝統的な言
語文化と国語の特質に関する事項」、算数の
「数と計算」で全国を上回ったと考えられる。

国語では、「書くこと」「読むこと」「伝統的な
言語文化と国語の特質に関する事項」、算
数では、「数と計算」で全国を上回っている。

■名寄市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：7校、児童数：194人）

○

【児童質問紙調査】

○ 国語において、全国を上回っている。

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

【学校質問紙調査】

教　　　科

○

「５年生までに受けた授業では、課題の解決
に向けて、自分で考え、自分から取り組んで
いたと思う」と回答した児童の割合が、全国
を上回っている。

○

学校質問紙

○

「家で自分で計画を立てて勉強をしている」
と回答した児童の割合が、全国を上回って
いる。

◎ 学習内容の確実な定着に資する、家庭学習の評価・指導及び家庭への啓発を図る取組の推進
◎

名寄市教育改善プロジェクトによる、市内小・中学校一体となった学習規律の確立と学力向上の取組の推進
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善及び書く活動を重視した取組の充実

【名寄市の学力向上策】

○ 「前年度までに、家庭学習の取組として、学
校では、児童に家庭での学習方法等を具体
例を挙げながら教えるようにした」と回答した
学校の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

「前年度までに、各教科等で身に付けたこと
を、様々な課題の解決に生かすことができる
ような機会を設けた」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。

◎

○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

前年度までに、各教科等で身に付けたことを、
様々な課題の解決に生かすことができるような
機会を設けたことにより、生徒が課題の解決に
向けて、自分で考え、自分から取り組むように
なり、数学の「資料の活用」で全国を上回ったと
考えられる。

◎ 学習内容の確実な定着に資する、家庭学習の評価・指導及び家庭への啓発を図る取組の推進
◎

名寄市教育改善プロジェクトによる、市内小・中学校一体となった学習規律の確立と学力向上の取組の推進
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善及び書く活動を重視した取組の充実

学校質問紙

【名寄市の学力向上策】

○ 「数学の指導として、前年度までに、実生活
における事象との関連を図った授業を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道
を上回っている。

◎

○ 「前年度までに、各教科等で身に付けたこと
を、様々な課題の解決に生かすことができる
ような機会を設けた」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。

○

■名寄市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：4校、生徒数：185人）

【教科全体の状況】

【分析】

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

生徒質問紙

数学の指導として、前年度までに、実生活にお
ける事象との関連を図った授業を行ったことに
より、生徒が数学の勉強は大切だと思うように
なり、数学の「資料の活用」で全国を上回ったと
考えられる。

○ 「数学の勉強は大切だと思う」と回答した生
徒の割合が、全国を上回っている。

○

【学校質問紙調査】

国語において、全国に最も近くなっている。

「１、２年生のときに受けた授業では、課題の
解決に向けて、自分で考え、自分から取り組
んでいた」と回答した生徒の割合が、全国を
上回っている。

数学では、「資料の活用」で全国を上回り、
国語では、「話すこと・聞くこと」、英語では、
「聞くこと」で全国に最も近くなっている。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

学校質問紙

「家で自分で計画を立てて勉強をしている」
と回答した児童の割合が、全国を上回って
いる。

「国語の授業で学習したことは、将来、社会
に出たときに役に立つと思う」と回答した児
童の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

【学校質問紙調査】

教　　　科

○

国語では、「読むこと」「伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項」、算数では、「数
と計算」「数量関係」で全国を上回っている。

◎ 一人一人のよさや可能性を伸ばす評価の工夫
◎

育成する資質・能力を明確にした指導計画の充実
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた指導の充実

◎

【富良野市の学力向上策】

○ 「前年度までに、家庭学習の取組として、学
校では、児童に家庭での学習方法等を具体
例を挙げながら教えた」と回答した学校の割
合が、全国及び全道を上回っている。

「前年度までに、各教科等で身に付けたこと
を、様々な課題の解決に生かすことができる
ような機会を設けた」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。

○

前年度までに、各教科等で身に付けたことを、
様々な課題の解決に生かすことができるような
機会を設けたことにより、児童が国語の授業で
学習したことは、将来、社会に出たときに役に
立つと思うようになり、国語の「読むこと」「伝統
的な言語文化と国語の特質に関する事項」で
全国を上回ったと考えられる。

前年度までに、家庭学習の取組として、学校で
は、児童に家庭での学習方法等を具体例を挙
げながら教えるようにしたことにより、児童が家
で自分で計画を立てて勉強をするようになり、
国語の「読むこと」「伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項」、算数の「数と計算」「数
量関係」で全国を上回ったと考えられる。

■富良野市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：9校、児童数：165人）

○

【児童質問紙調査】

○

○

○

国語において、全国を上回っている。
○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」
「読むこと」、数学では、全ての領域で全国
を上回り、英語では、「読むこと」で全国に最
も近くなっている。

【学校質問紙調査】

○

○

国語、数学において、全国を上回っている。
○

■富良野市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：6校、生徒数：176人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

【教科全体の状況】

【分析】

前年度までに、家庭学習の取組として、学校で
は、生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙
げながら教えたことにより、生徒が家で自分で
計画を立てて勉強するようになり、国語の「話
すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」、数学の
全ての領域で全国を上回ったと考えられる。

生徒質問紙

◎ 一人一人のよさや可能性を伸ばす評価の工夫
◎

育成する資質・能力を明確にした指導計画の充実
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた指導の充実

学校質問紙

【富良野市の学力向上策】

○ 「前年度までに、家庭学習の取組として、学
校では、生徒に家庭での学習方法等を具体
例を挙げながら教えるようにしている」と回
答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

◎

○ 「学校全体の言語活動の実施状況や課題
について、全教職員の間で話し合ったり、検
討したりしている」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。

学校全体の言語活動の実施状況や課題につ
いて、全教職員の間で話し合ったり、検討した
りしたことにより、生徒が授業で、自分の考えを
発表する機会に、自分の考えがうまく伝わるよ
う、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して
発表することができるようになり、国語の「話す
こと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」、数学の全
ての領域で全国を上回ったと考えられる。

「１、２年生のときに受けた授業で、自分の
考えを発表する機会では、自分の考えがう
まく伝わるよう、資料や文章、話の組立てな
どを工夫して発表していた」と回答した生徒
の割合が、全国を上回っている。

「家で自分で計画を立てて勉強している」と
回答した生徒の割合が、全国を上回ってい
る。 ○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

算数の指導として、前年度までに、計算問題な
どの反復練習をする授業を行ったことにより、
児童が算数の問題の解き方が分からないとき
は、諦めずにいろいろな方法を考えるようにな
り、算数の「図形」で全国を上回ったと考えられ
る。

算数の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導を行ったことにより、児童が算数の授
業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がな
いか考えるようになり、算数の「図形」で全国を
上回ったと考えられる。

学校質問紙

【鷹栖町の学力向上策】

○ 全ての学校が、「算数の指導として、前年度
までに、計算問題などの反復練習をする授
業を行った」と回答している。

全ての学校が、「算数の指導として、前年度
までに、補充的な学習の指導を行った」と回
答している。

○

◎ 町独自の学習支援員を活用した授業や個別指導の充実

◎
基礎的・基本的な内容の確実な定着を図り、活用する力を育成するためのティーム・ティーチングや習熟度別指導の充実

「放課後学習」による個別指導や、地域における土曜学習教室「がんばるど」、地域住民の協力によるきめ細かい指導の充実
◎

◎ 子どもの学力を的確に捉え授業改善を推進するための教職員研修の実施

■鷹栖町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：80人）

○

【児童質問紙調査】
国語 算数

算数において、全国に最も近くなっている。

59

【学校質問紙調査】

教　　　科

○

○
○

63

「算数の問題の解き方が分からないときは、
諦めずにいろいろな方法を考えている」と回
答した児童の割合が、全国を上回っている。

「算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単
に解く方法がないか考えている」と回答した
児童の割合が、全国を上回っている。

国語では、「伝統的な言語文化と国語の特
質に関する事項」で全国に最も近くなり、算
数では、「図形」で全国を上回っている。

【教科全体の状況】

【分析】

平　 均
正答率

○
児童質問紙
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

数学

66

英語

国語の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導をよく行ったことにより、生徒が課題
の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組
むようになり、国語の全ての領域で全国を上
回ったと考えられる。

○
生徒質問紙

【学校質問紙調査】

「数学の授業の内容はよく分かる」と回答し
た生徒の割合が、全国を上回っている。

○

○

国語、数学において、全国を上回っている。
○ 国語及び数学では、全ての領域で、英語で

は、「聞くこと」で全国を上回っている。

【分析】

「１・２年生のときに受けた授業では、課題の
解決に向けて、自分で考え、自分から取り
組んでいた」と回答した生徒の割合が、全国
を上回っている。

■鷹栖町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：85人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科
○

55

国語

76
【教科全体の状況】 平　均

正答率

◎ 町独自の学習支援員を活用した授業や個別指導の充実

基礎的・基本的な内容の確実な定着を図り活用する力を育成するためのティーム・ティーチングや習熟度別指導の充実

学校質問紙

【鷹栖町の学力向上策】

○ 数学の指導として、前年度までに、実生活に
おける事象との関連を図った授業をよく行っ
た。

◎

○ 国語の指導として、前年度までに、補充的な
学習の指導をよく行った。

◎ 「放課後学習」による個別指導の実施
◎ 子どもの学力を的確に捉え授業改善を推進するための教職員研修の実施

数学の指導として、前年度までに、実生活にお
ける事象との関連を図った授業をよく行ったこ
とにより、生徒が数学の授業の内容がよく分か
るようになり、数学の全ての領域で全国を上
回ったと考えられる。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

前年度までに、習得・活用及び探究の学習過
程を見通した指導方法の改善及び工夫をした
ことにより、児童が算数の授業で問題の解き方
や考え方が分かるようにノートに書くようにな
り、算数の「数と計算」「図形」で全国を上回っ
たと考えられる。

◎

○

各学校の状況や規模に応じた習熟度別学習・通級指導の実践及び加配教員や支援員などの確保による個に応じた指導◎

特色ある教育や確かな学力を育むための取組の推進に向けた指導主事の配置によるきめ細かい指導の充実
小中一貫の９年間を見据えた教育の充実に向けた取組の推進

学校質問紙

【東神楽町の学力向上策】

◎

○

前年度までに、家庭学習の取組として、学校で
は、児童に家庭での学習方法等を具体例を挙
げながら教えるようにしたことにより、児童が家
で自分で計画を立てて勉強するようになり、国
語の「書くこと」「読むこと」、算数の「数と計算」
「図形」で全国を上回ったと考えられる。

○ 全ての学校が「前年度までに、家庭学習の
取組として、学校では、児童に家庭での学
習方法等を具体例を挙げながら教えるよう
にした」と回答している。

「前年度までに、習得・活用及び探究の学習
過程を見通した指導方法の改善及び工夫を
した」と回答した学校の割合が、全国及び全
道を上回っている。

○

■東神楽町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：4校、児童数：109人）

○

【児童質問紙調査】

「家で自分で計画を立てて勉強をしている」
と回答した児童の割合が、全国を上回って
いる。

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

【学校質問紙調査】

教　　　科

○

国語

「算数の授業で問題の解き方や考え方が分
かるようにノートに書いている」と回答した児
童の割合が、全国を上回っている。

○

国語、算数において、全国を上回っている。
○ 国語では、「書くこと」「読むこと」、算数では、

「数と計算」「図形」で全国を上回っている。

6765
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算数の授業で問題の解き方や考え方が分かる

ようにノートに書いている

前年度までに、習得・活用及び探究の学習過程を見通した

指導方法の改善及び工夫をした
前年度までに、家庭学習の取組として、学校では、児童に家

庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにした
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

「数学の授業の内容はよく分かる」と回答し
た生徒の割合が、全国を上回っている。

○

○

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考
えを話したり書いたりしている」と回答した生
徒の割合が、全国を上回っている。

全ての教科において、全国を上回っている。
○

【分析】

国語及び数学では、全ての領域で、英語で
は、「聞くこと」「書くこと」の領域で全国を上
回っている。

■東神楽町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：106人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

国語 英語

58
平　 均
正答率【教科全体の状況】

79

数学

70

◎ 各学校の状況や規模に応じた習熟度別学習・通級指導の実践及び加配教員や支援員などの確保による個に応じた指
導の充実

数学の指導として、前年度までに、実生活にお
ける事象との関連を図った授業をよく行ったこ
とにより、生徒が数学の授業の内容がよく分か
るようになり、数学の全ての領域で全国を上
回ったと考えられる。

国語の指導として、前年度までに、目的や相手
に応じて話したり聞いたりする授業をよく行った
ことにより、生徒が国語の授業で、目的に応じ
て、自分の考えを話したり書いたりするようにな
り、国語の全ての領域で全国を上回ったと考え
られる。

◎
特色ある教育や確かな学力を育むための取組の推進に向けた指導主事の配置によるきめ細かい指導の充実
小中一貫の９年間を見据えた教育の充実に向けた取組の推進

【東神楽町の学力向上策】

○

◎

○

○生徒質問紙

数学の指導として、前年度までに、実生活に
おける事象との関連を図った授業をよく行っ
た。

学校質問紙

国語の指導として、前年度までに、目的や
相手に応じて話したり聞いたりする授業をよ
く行った。
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数学の授業の内容はよく分かる

国語の指導として、前年度までに、目的や相手に応じて話し

たり聞いたりする授業を行った
数学の指導として、前年度までに、実生活における事象との関連

を図った授業を行った
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■当麻町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：42人）

○

【児童質問紙調査】

○

【教科全体の状況】

【分析】

国語において、全国を上回っている。

【学校質問紙調査】

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考
えを話したり書いたりしている」と回答した児
童の割合が、全国を上回っている。

○

◎ 各学校への英会話講師の配置による外国語でのコミュニケーション活動の充実
◎

チャレンジテストの効果的な活用及び長期休業中の学習チャレンジ教室の実施による学力向上の取組の充実
各学校への学習支援員及び英会話講師の配置による児童の学習状況に応じた指導の充実

◎

学校質問紙

【当麻町の学力向上策】

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間
及び特別活動を通じて、学校全体としてよく取
り組んだことにより、児童が国語の授業では、
目的に応じて、自分の考えを話したり書いたり
するようになり、国語の全ての領域で全国を上
回ったと考えられる。

算数の指導として、前年度までに、実生活にお
ける事象との関連を図った授業をよく行ったこ
とにより、児童が算数の授業で学習したこと
を、普段の生活の中で活用できないか考える
ようになり、算数の「図形」で全国を上回ったと
考えられる。

児童質問紙

○
「算数の授業で学習したことを、普段の生活
の中で活用できないか考える」と回答した児
童の割合が、全国を上回っている。

国語では、全ての領域で、算数では、「図
形」で全国を上回っている。

教　　　科 ○

○

○ 算数の指導として、前年度までに、実生活に
おける事象との関連を図った授業をよく行っ
た。

言語活動について、国語科だけではなく、各
教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の
時間及び特別活動を通じて、学校全体とし
てよく取り組んだ。

○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

国語、数学において、全国を上回っている。

◎ 各学校への英会話講師の配置による外国語でのコミュニケーション活動の充実
◎

チャレンジテストの効果的な活用及び長期休業中の学習チャレンジ教室の実施による学力向上の取組の実施
各学校への学力向上外部講師及び英会話講師の配置による生徒の学習状況に応じた指導の充実

学校質問紙

【当麻町の学力向上策】

○

◎

○

英語の指導として、前年度までに、英語を聞
いて（一文一文ではなく全体の）概要や要点
をとらえる言語活動をよく行った。

国語の指導として、前年度までに、漢字・語
句など基礎的・基本的な事項を定着させる
授業をよく行った。

生徒質問紙
「１、２年生のときに受けた授業では、英語を
聞いて（一文一文ではなく全体の）概要や要
点をとらえる活動が行われていたと思う」と
回答した生徒の割合が、全国及び全道を上
回っている。

○

■当麻町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：55人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

国語の指導として、前年度までに、漢字・語句
など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を
よく行ったことにより、生徒が国語の授業で学
習したことは、将来、社会に出たときに役に立
つと思うようになり、国語の「読むこと」「伝統的
な言語文化と国語の特質に関する事項」で全
国を上回ったと考えられる。

○

英語の指導として、前年度までに、英語を聞い
て（一文一文ではなく全体の）概要や要点をと
らえる言語活動をよく行ったことにより、生徒が
英語を聞いて（一文一文ではなく全体の）概要
や要点をとらえるようになり、英語の「聞くこと」
で全国を上回ったと考えられる。

○

「国語の授業で学習したことは、将来、社会
に出たときに役に立つと思う」と回答した生
徒の割合が、全国を上回っている。

国語では、「読むこと」「伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項」、数学では、「図
形」「関数」「資料の活用」、英語では、「聞く
こと」で全国を上回っている。

○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【分析】

児童質問紙

○ 国語では、全ての領域で、算数では、「量と
測定」「数量関係」で全国を上回っている。

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考
えを話したり書いたりしている」と回答した児
童の割合が、全国を上回っている。 ○ 算数の指導として、前年度までに、実生活にお

ける事象との関連を図った授業をよく行ったこと
により、児童が算数の授業で学習したことを、
普段の生活の中で活用できないか考えるように
なり、算数の「量と測定」「数量関係」で全国を
上回ったと考えられる。

○

「算数の授業で学習したことを、普段の生活
の中で活用できないか考える」と回答した児
童の割合が、全国を上回っている。

○

◎ 基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る習熟度別指導、放課後及び長期休業期間における補充学習の実施
◎

児童用タブレットの導入など、指導方法の工夫・改善に向けた教育環境の整備
義務教育９年間を見通した系統性・連続性に配慮した指導の充実

◎

【比布町の学力向上策】

○ 算数の指導として、前年度までに、実生活に
おける事象との関連を図った授業をよく行っ
た。

国語の指導として、前年度までに、書く習慣
を付ける授業をよく行った。

○

学校質問紙

66
平　 均
正答率【教科全体の状況】

【学校質問紙調査】

■比布町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：37人）

○

【児童質問紙調査】
国語

国語において、全国を上回っている。
教　　　科

国語の指導として、前年度までに、書く習慣を
付ける授業をよく行ったことにより、児童が目的
に応じて、自分の考えを話したり書いたりするよ
うになり、国語の全ての領域で全国を上回った
と考えられる。

66
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

英語の指導として、前年度までに、自分の考え
や気持ちを英語で書く言語活動をよく行ったこと
により、生徒が英語の授業がよく分かるように
なり、英語の全ての領域で全国を上回ったと考
えられる。

○

【分析】

生徒質問紙
「英語の授業はよく分かる」と回答した生徒
の割合が、全国を上回っている。

○

○

全ての教科において、全国を上回っている。
数学及び英語では、全ての領域で、国語で
は、「話すこと・聞くこと」「読むこと」「伝統的
な言語文化と国語の特質に関する事項」で
全国を上回っている。

○

「数学の授業の内容はよく分かる」と回答し
た生徒の割合が、全国を上回っている。

■比布町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：24人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

61

国語

【学校質問紙調査】

数学
【教科全体の状況】

数学の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導をよく行ったことにより、生徒が数学の
授業の内容がよく分かるようになり、数学の全
ての領域で全国を上回ったと考えられる。

◎ 基礎的・基本的な内容の着実な定着を図る習熟度別指導、放課後及び長期休業期間における補充的学習の実施
◎

生徒用タブレットの導入など指導方法の工夫・改善に向けた教育環境の整備
義務教育９年間を見通した系統性・連続性に配慮した指導の充実

学校質問紙

【比布町の学力向上策】

○ 英語の指導として、前年度までに、自分の考
えや気持ちを英語で書く言語活動をよく行っ
た。

◎

○ 数学の指導として、前年度までに、補充的な
学習の指導をよく行った。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎ 「愛別町学校間連携プラン新愛×愛プラン」による学校間の円滑な接続に向けた幼小中の連携の推進
◎

ＩＣＴ機器を活用した授業改善
学習の手引を活用した家庭学習の習慣化及び規則正しい生活習慣づくりの推進

学校質問紙

【愛別町の学力向上策】

○ 算数の指導として、前年度までに、実生活に
おける事象との関連を図った授業をよく行っ
た。

国語の指導として、前年度までに、補充的な
学習の指導をよく行った。

◎

○

算数の指導として、前年度までに、実生活にお
ける事象との関連を図った授業をよく行ったこと
により、児童が算数の勉強は大切だと思うよう
になり、算数の全ての領域で全国を上回ったと
考えられる。

○

■愛別町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：16人）

○

【児童質問紙調査】

「国語の授業の内容はよく分かる」と回答し
た児童の割合が、全国を上回っている。

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

【学校質問紙調査】

教　　　科

○

○

「算数の勉強は大切だと思う」と回答した児
童の割合が、全国を上回っている。

○

○ 国語、算数において、全国を上回っている。
国語及び算数では、全ての領域で全国を上
回っている。

国語の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導をよく行ったことにより、児童が国語の
授業の内容がよく分かるようになり、国語の全
ての領域で全国を上回ったと考えられる。
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全国（公立）

140～150
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎ 「愛別町学校間連携プラン新愛×愛プラン」による学校間の円滑な接続に向けた幼小中の連携の推進
◎

ＩＣＴ機器を活用した授業改善の推進
外国語指導助手の配置による英語力や国際的感覚、行動力を身に付ける英語教育の推進

学校質問紙

【愛別町の学力向上策】

○ 英語の指導として、前年度までに、聞いたり
読んだりしたことについて、その内容を英語
で書いてまとめたり自分の考えを英語で書い
たりする言語活動をよく行った。

◎

○ 前年度までに、習得・活用及び探究の学習
過程を見通した指導方法の改善及び工夫を
よく行った。

英語の指導として、前年度までに、聞いたり読
んだりしたことについて、その内容を英語で書い
てまとめたり自分の考えを英語で書いたりする
言語活動をよく行ったことにより、生徒が自分の
考えや気持ちなどを英語で書くようになり、英語
の全ての領域で全国を上回ったと考えられる。

○
○

■愛別町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：12人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科
○

【教科全体の状況】

【分析】

前年度までに、習得・活用及び探究の学習過程
を見通した指導方法の改善及び工夫をよく行っ
たことにより、生徒が課題の解決に向けて、自
分で考え、自分で取り組むようになり、全ての教
科の全ての領域で、全国を上回ったと考えられ
る。

生徒質問紙

【学校質問紙調査】

「１、２年生のときに受けた授業では、自分の
考えや気持ちなどを英語で書く活動が行わ
れていた」と回答した生徒の割合が、全国を
上回っている。

○

○
全ての教科で、全国を上回っている。
全ての教科の全ての領域で全国を上回って
いる。

「１、２年生のときに受けた授業では、課題の
解決に向けて、自分で考え、自分で取り組ん
でいた」と回答した生徒の割合が、全国を上
回っている。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

前年度までに、習得・活用及び探究の学習
過程を見通した指導方法の改善及び工夫を
よく行った。

○

国語の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導をよく行ったことにより、児童が国語
の授業の内容がよく分かるようになり、国語の
「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国を上回っ
たと考えられる。

○

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝
統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」、算数では全ての領域で全国を上回って
いる。

国語、算数において、全国を上回っている。

前年度までに、習得・活用及び探究の学習過
程を見通した指導方法の改善及び工夫をよく
行ったことにより、児童が課題の解決に向け
て、自分で考え、自分から取り組むようになり、
国語の「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的な
言語文化と国語の特質に関する事項」、算数の
全ての領域で全国を上回ったと考えられる。

○

■上川町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：18人）

○

【児童質問紙調査】

「国語の授業の内容はよく分かる」と回答し
た児童の割合が、全国を上回っている。

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

【学校質問紙調査】

教　　　科

○

○

「５年生までに受けた授業では、課題の解決
に向けて、自分で考え、自分から取り組んで
いたと思う」と回答した児童の割合が、全国
を上回っている。

◎ 教職員の資質・能力の向上に向けた町教育研究会などへの支援
◎

習熟の程度に応じた指導やティーム・ティーチングの実施などによるきめ細かな指導の充実
学力向上に向けたＩＣＴ環境の整備

学校質問紙

【上川町の学力向上策】

国語の指導として、前年度までに、補充的な
学習の指導をよく行った。

◎

○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

生徒質問紙

○

国語において、全国を上回っている。
○

■上川町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：26人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

【教科全体の状況】

【分析】

国語では、「書くこと」「読むこと」で全国を上
回っており、数学では、「資料の活用」､英語
では、「聞くこと」で全国に最も近くなってい
る。

【学校質問紙調査】

◎ 教職員の資質・能力の向上に向けた町教育研究会などへの支援
◎ 学力向上に向けたＩＣＴ環境の整備

学校質問紙

【上川町の学力向上策】

◎

○

数学は「社会に出たときに役立つ」と考える生徒の学習意欲を失わないように、少人数指導の実施などによる一人一人
にきめ細やかで丁寧な学習指導の充実

○ 英語の指導として、前年度までに、原稿など
の準備をすることなく、（即興で）自分の考え
や気持ちなどを英語で伝え合う言語活動を
よく行った。

国語の指導として、前年度までに、目的や相手
に応じて話したり聞いたりする授業をよく行った
ことにより、生徒が、自分の考えを発表する機
会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料
や文章、話の組立てなどを工夫して発表するよ
うになり、国語の「書くこと」「読むこと」で全国を
上回ったと考えられる。

英語の指導として、前年度までに、原稿などの
準備をすることなく、（即興で）自分の考えや気
持ちなどを英語で伝え合う言語活動をよく行っ
たことにより、生徒が英語の勉強が好きにな
り、英語の「聞くこと」で全国に最も近くなったと
考えられる。

○ 「英語の勉強は好き」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。
国語の指導として、前年度までに、目的や
相手に応じて話したり聞いたりする授業をよ
く行った。

「自分の考えを発表する機会では、自分の
考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の
組立てなどを工夫して発表していた」と回答
した生徒の割合が、全国を上回っている。

○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

国語の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導を行ったことにより、児童が国語の勉
強が好きになり、国語の全ての領域で全国を
上回ったと考えられる。

算数の指導として、前年度までに、実生活にお
ける事象との関連を図った授業を行ったことに
より、児童が算数の勉強が好きになり、算数の
全ての領域で全国を上回ったと考えられる。

◎ 放課後学習「ゆめスクール」による児童の学習内容の確実な定着に向けた取組の推進
◎

質の高い授業に向けた校内研修や先進地視察などの教職員研修の充実
学習支援員、教育補助員、特別支援教育支援員の配置による習熟の程度に応じた指導等の充実

学校質問紙

【東川町の学力向上策】

「国語の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行った」と回答した学校の
割合が、全国及び全道を上回っている。

◎

○

「算数の指導として、前年度までに、実生活
における事象との関連を図った授業を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国及び全
道を上回っている。

○

「国語の勉強が好き」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

【学校質問紙調査】

○

教　　　科

○

「算数の勉強が好き」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。

○

国語

67

国語及び算数では、全ての領域で全国を上
回っている。

○

■東川町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：4校、児童数：69人）

○

【児童質問紙調査】
算数

69

全ての教科において、全国を上回っている。
○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

平　 均
正答率

英語

59

数学

73

■東川町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：77人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

国語

56

○

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

◎

○ 国語の指導として、前年度までに、補充的な
学習の指導をよく行った。

◎ 放課後学習サポート及び「地域未来塾」による生徒の学習内容の確実な定着に向けた取組の推進
◎

質の高い授業に向けた校内研修や先進地視察などの教職員研修の充実
学習支援員、教育補助員、特別支援教育支援員の配置による習熟の程度に応じた指導等の充実

国語の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導をよく行ったことにより、生徒が国語
の勉強が好きになり、国語の「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質
に関する事項」で全国を上回ったと考えられ
る。

英語の指導として、前年度までに、英語でス
ピーチやプレゼンテーションなど、まとまった内
容を英語で発表する言語活動をよく行ったこと
により、生徒が英語の勉強を好きになり、英語
の「読むこと」「書くこと」で全国を上回ったと考
えられる。

学校質問紙

【東川町の学力向上策】

○ 英語の指導として、前年度までに、英語でス
ピーチやプレゼンテーションなど、まとまった
内容を英語で発表する言語活動をよく行っ
た。

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝
統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」、数学では、「図形」「関数」「資料の活
用」、英語では、「読むこと」「書くこと」で全国
を上回っている。 ○

生徒質問紙
「英語の勉強は好き」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。

○

○

「国語の勉強は好き」と回答した生徒の割合
が、全国及び全道を上回っている。

国語において、全国を上回っており、英語に
おいて、全国と同じである。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間
及び特別活動を通じて、学校全体として取り組
んだことにより、児童が学級の友達との間で話
し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、
広げたりすることができるようになり、国語の全
ての領域、算数の「量と測定」「図形」で全国を
上回ったと考えられる。

○ 算数の指導として、前年度までに、実生活にお
ける事象との関連を図った授業を行ったことに
より、児童が算数の授業で学習したことを、普
段の生活の中で活用できないか考えるように
なり、算数の「量と測定」「図形」で全国を上回っ
たと考えられる。

○ 「言語活動について、国語科だけではなく、
各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習
の時間及び特別活動を通じて、学校全体と
して取り組んでいる」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。

○ 全ての教科において、全国を上回っている。

「算数の授業で学習したことを、普段の生活
の中で活用できないか考える」と回答した児
童の割合が、全国を上回っている。

国語では、全ての領域、算数では、「量と測
定」「図形」で全国を上回っている。

◎ ＩＣＴ機器の活用による授業の質的向上に向けた取組の推進

指導方法の向上を目的とした先進地視察及びプログラミング的思考の育成に向けた研修などの教職員研修の充実

学校質問紙

【美瑛町の学力向上策】

◎
「学習ルーム」の開設や「土曜学習」の実施による児童の学習習慣の改善と基礎学力の定着を図る取組の充実◎

○ 「算数の指導として、前年度までに、実生活
における事象との関連を図った授業を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道
を上回っている。

■美瑛町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：5校、児童数：60人）

○

【児童質問紙調査】

「学級の友達との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりするこ
とができていると思う」と回答した児童の割
合が、全国を上回っている。

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

【学校質問紙調査】

教　　　科
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○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【分析】

【学校質問紙調査】

前年度までに、習得・活用及び探究の学習過
程を見通した指導方法の改善及び工夫をした
ことにより、生徒が課題の解決に向けて、自分
で考え、自分から取り組んむようになり、国語
及び数学の全ての領域、英語の「聞くこと」「書
くこと」で全国を上回ったと考えられる。

■美瑛町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、生徒数：76人）

【生徒質問紙調査】【教科全体の状況】

○ ○

◎ ＩＣＴ機器の活用による授業の質的向上に向けた取組の推進

【美瑛町の学力向上策】

◎ 指導方法の向上を目的とした先進地視察及びプログラミング的思考の育成に向けた研修などの教職員研修の充実
◎ 生徒の思考力形成に向けた読書環境及び学習環境の充実

教　　　科

全ての教科において、全国を上回っている。
○ 国語及び数学では、全ての領域、英語で

は、「聞くこと」「書くこと」で全国を上回ってい
る。

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動
を通じて、学校全体として取り組んだことによ
り、生徒が自分の考えを発表する機会では、自
分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話
の組立てなどを工夫して発表するようになり、
国語及び数学の全ての領域、英語の「聞くこ
と」「書くこと」で全国を上回ったと考えられる。

生徒質問紙

「１、２年生のときに受けた授業では、課題
の解決に向けて、自分で考え、自分から取り
組んでいたと思う」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。

学校質問紙

○ 「言語活動について、国語科だけではなく、
各教科、道徳、総合的な学習の時間及び特
別活動を通じて、学校全体として取り組んで
いる」と回答した学校の割合が、全国及び全
道を上回っている。

「１、２年生のときに受けた授業で、自分の
考えを発表する機会では、自分の考えがう
まく伝わるよう、資料や文章、話の組立てな
どを工夫して発表していた」と回答した生徒
の割合が、全国を上回っている。

○

○○

○ 「前年度までに、習得・活用及び探究の学習
過程を見通した指導方法の改善及び工夫を
した」と回答した学校の割合が、全国及び全
道を上回っている。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○ 算数において、全国に最も近くなっている。

前年度までに、各教科等で身に付けたことを、
様々な課題の解決に生かすことができるような
機会を設けたことにより、児童が授業で学んだ
ことを、ほかの学習に生かすようになり、国語
の「伝統的な言語文化と国語の特質に関する
事項」、算数の「図形」で全国に最も近くなった
と考えられる。

算数の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導を行ったことにより、児童が算数の問
題の解き方が分からないときは、諦めずにいろ
いろな方法を考えるようになり、算数の「図形」
で全国に最も近くなったと考えられる。

○

「授業で学んだことを、ほかの学習に生かし
ている」と回答した児童の割合が、全国を上
回っている。

国語では、「伝統的な言語文化と国語の特
質に関する事項」、算数では、「図形」で全国
に最も近くなっている。

○

◎
◎

「確かな学力の育成プラン」に基づく小・中学校が連携した授業改善及び具体的方策の推進
先進校への視察や公開研究会の開催など教職員の授業における指導力の向上に向けた取組の推進

学校質問紙 ○

「算数の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行った」と回答した学校の割
合が全国及び全道を上回っている。

◎

○

「前年度までに、各教科等で身に付けたこと
を、様々な課題の解決に生かすことができる
ような機会を設けた」と回答した学校の割合
が全国及び全道を上回っている。

【上富良野町の学力向上策】

教育委員会で作成した「家庭学習のすすめ」に基づく学校と家庭が連携した学習習慣、生活習慣の定着に向けた取組の
推進

○

■上富良野町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：3校、児童数：87人）

○

【児童質問紙調査】

「算数の問題の解き方が分からないときは、
諦めずにいろいろな方法を考えている」と回
答した児童の割合が、全国を上回っている。

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

【学校質問紙調査】
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

前年度までに、家庭学習の取組として、学校で
は、生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙
げながらよく教えたことにより、生徒が家で自分
で計画を立てて勉強をするようになり、国語の
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」や数学の「資料の活用」、英語の「聞くこと」
で全国を上回ったと考えられる。

英語の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導をよく行ったことにより、生徒が英語を
聞いて（一文一文ではなく全体の）概要や要点
をとらえることができるようになり、英語の「聞く
こと」で全国を上回ったと考えられる。

前年度までに、家庭学習の取組として、学校
では、生徒に家庭での学習方法等を具体例
を挙げながらよく教えた。

「家で自分で計画を立てて勉強をしている」
と回答した生徒の割合が、全国を上回って
いる。

【学校質問紙調査】

○

○ 「英語を聞いて（一文一文ではなく全体の）
概要や要点をとらえる活動が行われていた」
と回答した生徒の割合が、全国及び全道を
上回っている。

英語において、全国に最も近くなっている。
○ 国語では、「伝統的な言語文化と国語の特

質に関する事項」、数学では、「資料の活
用」、英語では、「聞くこと」で全国を上回って
いる。

■上富良野町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：82人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

【教科全体の状況】

【分析】

◎ 教育委員会で作成した「家庭学習のすすめ」に基づく学校と家庭が連携した学習習慣、生活習慣の定着に向けた取組の
推進

◎
「確かな学力の育成プラン」に基づく小・中学校が連携した授業改善及び具体的方策の推進
職場体験や外部講師を活用した多様なキャリア教育の推進

学校質問紙

◎

○

○

【上富良野町の学力向上策】

○
生徒質問紙

英語の指導として、前年度までに、補充的な
学習の指導をよく行った。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間
及び特別活動を通じて、学校全体として取り組
んだことにより、児童が学級の友達との間で話
し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、
広げたりすることができるようになり、国語の
「話すこと・聞くこと」「読むこと」で全国を上回っ
たと考えられる。

算数の指導として、前年度までに、発展的な学
習を行ったことにより、児童が算数の授業で学
習したことを、普段の生活の中で活用できない
か考えるようになり、算数の「数と計算」「量と測
定」「図形」で全国を上回ったと考えられる。

■中富良野町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：4校、児童数：39人）

○

【児童質問紙調査】【教科全体の状況】

【分析】

国語平　 均
正答率 62

○

算数

69

【学校質問紙調査】

教　　　科

○

算数において、全国を上回っている。

○ 「算数の授業で学習したことを、普段の生活
の中で活用できないか考えている」と回答し
た児童の割合が、全国を上回っている。

「学級の友達との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりしてい
る」と回答した児童の割合が、全国を上回っ
ている。児童質問紙

国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」、
算数では、「数と計算」「量と測定」「図形」で
全国を上回っている。

○

◎ 言語活動の充実を図るための「朝読」「家読」の取組による読書活動の推進
◎

基礎・基本の確実な定着のための加配教員、学習支援員等の活用による校内組織体制の確立
家庭での学習習慣や適切な生活習慣の確立に向け、「家庭学習の手引」の配付や更にＰＴＡと連携した取組の推進

学校質問紙

【中富良野町の学力向上策】

○ 「算数の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行った」と回答した学校の割
合が、全国及び全道を上回っている。

「言語活動について、国語科だけではなく、
各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習
の時間及び特別活動を通じて、学校全体と
して取り組んでる」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。

◎

○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

国語の指導として、前年度までに、様々な文書
を読む習慣を付ける授業をよく行ったことによ
り、生徒が自分の考えを話したり書いたりする
とき、うまく伝わるように根拠を示したりするな
ど、話や文章の組立てを工夫するようになり、
国語の「話すこと・聞くこと」「読むこと」「伝統的
な言語文化と国語の特質に関する事項」で全
国を上回ったと考えられる。

前年度までに、各教科等で身に付けたことを、
様々な課題の解決に生かすことができるような
機会をよく設けたことにより、生徒が課題の解
決に向けて、自分で考え、自分から取り組むよ
うになり、国語の「話すこと・聞くこと」「読むこ
と」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する
事項」、数学の全ての領域で全国を上回ったと
考えられる。

「１、２年生のときに受けた授業では、課題
の解決に向けて、自分で考え、自分から取り
組んでいた」と回答した生徒の割合が、全国
を上回っている。

○

国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する
事項」、数学では、全ての領域で全国を上回
り、英語では、「読むこと」で全国に最も近く
なっている。

生徒質問紙

国語、数学において、全国を上回っている。
○

数学平　 均
正答率

○

○

「国語の授業で自分の考えを話したり書いた
りするとき、うまく伝わるように根拠を示した
りするなど、話や文章の組立てを工夫してい
る」と回答した生徒の割合が、全国を上回っ
ている。

■中富良野町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：43人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

国語

65
【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

78

英語

54

◎ 言語活動の充実を図るための「朝読」「家読」の取組による読書活動の推進
◎

基礎・基本の確実な定着のための加配教員、学習支援員等の活用による校内組織体制の確立
家庭での学習習慣や適切な生活習慣の確立に向け、「家庭学習の手引」の配付や更にＰＴＡと連携した取組の推進

学校質問紙

【中富良野町の学力向上策】

◎

○ 国語の指導として、前年度までに、様々な文
書を読む習慣を付ける授業をよく行った。

○ 前年度までに、各教科等で身に付けたこと
を、様々な課題の解決に生かすことができる
ような機会をよく設けた。
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70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0
国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

数学（数と式）

数学（図形）数学（関数）

数学（資料の活用）

英語（聞くこと）

英語（読むこと）

英語（書くこと）

中富良野町内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

- 333 -



　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■南富良野町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：12人）

○

【児童質問紙調査】【教科全体の状況】

【分析】

平　 均
正答率

【学校質問紙調査】

教　　　科

国語の指導として、前年度までに、目的や相手
に応じて話したり聞いたりする授業を行ったこと
により、児童が、国語の授業で自分の考えを話
したり書いたりするとき、うまく伝わるように理
由を示したりするなど、話や文章の組立てを工
夫するようになり、国語の「話すこと・聞くこと」
で全国に最も近くなったと考えられる。

国語

55

算数

○

59

「国語の授業で自分の考えを話したり書いた
りするとき、うまく伝わるように理由を示した
りするなど、話や文章の組立てを工夫してい
る」と回答した児童の割合が全国を上回って
いる。

○

○ 国語、算数ともに全国を下回っている。

○

○

○ 算数において、全国に最も近くなっている。
国語では、「話すこと・聞くこと」で全国に最も
近くなっているが、「書くこと」に課題がある。

○ 算数では、「図形」で全国を上回っている
が、「数と計算」に課題がある。

「家で自分で計画を立てて勉強をしている」
と回答した児童の割合が、全国を上回って
いる。

前年度までに、家庭学習の取組として、学校で
は、児童に家庭での学習方法等を具体例を挙
げながら教えるようにしたことにより、児童が家
で自分で計画を立てて勉強をするようになり、
算数の「図形」で全国を上回ったと考えられる。

◎ タブレット等のＩＣＴ機器の活用による実践研究の促進
◎

土曜授業等を生かした習熟の程度に応じた指導などによるきめ細かな指導の充実
長期休業中の朝活授業「南プ塾」の実施などによる基礎学力の定着を図る取組の推進

学校質問紙
○

「国語の指導として、前年度までに、目的や
相手に応じて話したり聞いたりする授業を
行った」と回答した学校の割合が、全国及び
全道を上回っている。

全ての学校が、「前年度までに、家庭学習の
取組として、学校では、児童に家庭での学
習方法等を具体例を挙げながら教えるよう
にした」と回答している。

【南富良野町の学力向上策】

◎

○

児童質問紙
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50.0 
32.6 33.1 

33.3 

38.7 38.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

南富良野町 全道 全国

家で自分で計画を立てて勉強をしている

している どちらかといえば、している

50.0 
24.0 26.1 

25.0 

41.6 42.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

南富良野町 全道 全国

国語の授業で自分の考えを話したり書いたりするとき、うまく伝わるよう

に理由を示したりするなど、話や文章の組立てを工夫している
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する
事項」、数学では、全ての領域で、英語で
は、「聞くこと」「書くこと」で全国を上回ってい
る。

○

前年度までに、家庭学習の取組として、学校で
は、生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙
げながら教えたことにより、生徒が家で自分で
計画を立てて勉強をするようになり、国語の「話
すこと・聞くこと」「読むこと」「伝統的な文化と国
語の特質に関する事項」で全国を上回ったと考
えられる。

英語

57

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動
を通じて、学校全体としてよく取り組んだことに
より、生徒が自分の考えを発表する機会では、
自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文書、
話の組立てなどを工夫して発表するようにな
り、国語の「話すこと・聞くこと」「読むこと」「伝統
的な言語文化と国語の特質に関する事項」、数
学の全ての領域、英語の「聞くこと」「書くこと」
で全国を上回ったと考えられる。

「家で自分で計画を立てて勉強をしている」
と回答した生徒の割合が、全国を上回って
いる。

「１、２年生のときに受けた授業で、自分の
考えを発表する機会では、自分の考えがう
まく伝わるよう、資料や文書、話の組立てな
どを工夫して発表している」と回答した生徒
の割合が、全国を上回っている。

◎ 家庭学習に計画的に取り組み、家庭での生活・学習習慣の確立を図る取組の推進
◎

生徒一人一人に対応するため、ティーム・ティーチングを継続し、学習意欲の向上を図る取組の推進
放課後や長期休業中に補充学習を実施するなど基礎学力の定着を図る取組の推進

学校質問紙 ○

◎

○ 前年度までに、家庭学習の取組として、学校
では、生徒に家庭での学習方法等を具体例
を挙げながらよく教えた。

言語活動について、国語科だけではなく、各
教科、道徳、総合的な学習の時間及び特別
活動を通じて、学校全体としてよく取り組ん
だ。

【南富良野町の学力向上策】

■南富良野町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：20人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

国語
【教科全体の状況】

【分析】

66

全ての教科において、全国を上回っている。

数学

77
平　 均
正答率

生徒質問紙

【学校質問紙調査】
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前年度までに、家庭学習の取組として、学校では、生徒に家庭

での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにした

よく行った どちらかといえば、行った あまり行っていない 全く行っていない
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よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない
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当てはまる どちらかといえば、当てはまる
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※　児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、占冠村の教科及び児童質問紙のデータは掲載していない。

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

指導計画の作成に当たっては、各教科等の教
育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標
を踏まえた横断的な視点で、その目標の達成
に必要な教育の内容を組織的に配列したり、
児童の姿や地域の現状等に関する調査や各
種データ等に基づき、教育課程を編成し、実施
し、評価して改善を図る一連のPDCAサイクル
を確立したりする取組などにより、教育の質の
向上が図られている。

指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教
育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等
の外部の資源を含めて活用しながら効果的に
組み合わせたり、教育課程の趣旨について、
家庭や地域との共有を図る取組を行なったりす
る取組などにより、教育の質の向上が図られて
いる。

全ての学校が、「児童の姿や地域の現状等
に関する調査や各種データ等に基づき、教
育課程を編成し、実施し、評価して改善を図
る一連のPDCAサイクルを確立している」と
回答している。

全ての学校が、「教育課程の趣旨について、
家庭や地域との共有を図る取組を行ってい
る」と回答している。

○

■占冠村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：6人）

【学校質問紙調査】【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

教　　　科 ※　児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、占冠村の教科のデータは掲載していない。

※　児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、占冠村の児童質問紙のデータは掲載していない。

◎ 外国の文化や言語を体験的に学ぶための外国語教育や国際理解教育の充実
◎

○

義務教育９年間を見通した教育課程の編成など、小中連携教育の推進
テレビ会議システムの活用による遠隔授業など、小規模校の特性を生かした教育環境の整備

学校質問紙

【占冠村の学力向上策】

○

全ての学校が、「指導計画の作成に当たって
は、各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、
学校の教育目標を踏まえた横断的な視点で、そ
の目標の達成に必要な教育の内容を組織的に
配列している」と回答している。

◎

○

○ 全ての学校が、「指導計画の作成に当たっ
ては、教育内容と、教育活動に必要な人的・
物的資源等を、地域等の外部の資源を含め
て活用しながら効果的に組み合わせてい
る」と回答している。

○
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関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた横断的な視点で、その

目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列している

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない
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児童の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等

に基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図

る一連のPDCAサイクルを確立している

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない
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指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地

域等の外部の資源を含めて活用しながら効果的に組み合わせている

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない
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教育課程の趣旨について、家庭や地域との共有を図る取

組を行っている

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない
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※　生徒数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、占冠村の教科及び生徒質問紙のデータは掲載していない。

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

生徒質問紙

前年度までに、近隣等の小学校と、教科の
教育課程の接続や、教科に関する共通の目
標設定など、教育課程に関する共通の取組
をよく行っている。

○ 校長のリーダーシップのもと、研修リーダー
等を校内に設け、校内研修の実施計画を整
備するなど、組織的、継続的な研修をよく
行っている。

○ 授業研究や事例研究など、実践的な研修を
よく行っている。

※生徒数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、占冠村の教科のデータは掲載していない。

※生徒数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、占冠村の生徒質問紙のデータは掲載していない。

◎ 外国の文化や言語を体験的に学ぶための外国語教育や国際理解教育の充実
◎

○

義務教育９年間を見通した教育課程の編成など、小中連携教育の推進
テレビ会議システムの活用による遠隔授業など、小規模校の特性を生かした教育環境の整備

学校質問紙

【占冠村の学力向上策】

○

◎

指導計画の作成に当たっては、教育内容
と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、
地域等の外部の資源を含めて活用しながら
効果的に組み合わせている。

指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教
育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等
の外部の資源を含めて活用しながら効果的に
組み合わせたり、前年度までに、近隣等の小
学校と、教科の教育課程の接続や、教科に関
する共通の目標設定など、教育課程に関する
共通の取組をよく行ったりする取組などにより、
教育の質の向上が図られている。

○ 校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等
を校内に設け、校内研修の実施計画を整備す
るなど、組織的、継続的な研修をよく行ったり、
授業研究や事例研究など、実践的な研修をよく
行ったりする取組などにより、教育の質の向上
が図られている。

○

■占冠村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：6人）

【学校質問紙調査】

教　　　科

【教科全体の状況】

【分析】
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人的・物的資源等を、地域等の外部の資源を含めて活用しながら

効果的に組み合わせている

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない
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前年度までに、近隣等の小学校と、教科の教育課程の接続や、教

科に関する共通の目標設定など、教育課程に関する共通の取組

を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行っていない 全く行っていない
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校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等を校内に設け、校内研修の実施計画を整

備するなど、組織的、継続的な研修を行っている

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない
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授業研究や事例研究など、実践的な研修を行っている

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

国語の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導をよく行ったことにより、児童が国語
の授業の内容がよく分かるようになり、国語の
「話すこと・聞くこと」「書くこと」で全国を上回っ
たと考えられる。

算数の指導として、前年度までに、実生活にお
ける事象との関連を図った授業をよく行ったこ
とにより、児童が算数の勉強は大切だと思うよ
うになり、算数の「数と計算」で全国に最も近く
なったと考えられる。

○

◎ 一人一人のよさや可能性を伸ばすための評価の工夫
◎

自立した生き方を支える基本的な資質・能力の確実な定着（町教委主催の「ステップアップ教室」の実施）
確かな学力を育成するための指導力向上を目指した取組の充実（先進地視察や外部講師等による講演会の実施）

学校質問紙

【和寒町の学力向上策】

◎

○ 国語の指導として、前年度までに、補充的な
学習の指導をよく行った。
算数の指導として、前年度までに、実生活に
おける事象との関連を図った授業をよく行っ
た。

○

算数

○

【学校質問紙調査】

国語において、全国を上回っている。

65

■和寒町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：21人）

○

【児童質問紙調査】
64

平　 均
正答率

国語
【教科全体の状況】

【分析】

○
○ 「国語の授業の内容はよく分かる」と回答し

た児童の割合が、全国を上回っている。
「算数の勉強は大切だと思う」と回答した児
童の割合が、全国を上回っている。

○ 国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」で
全国を上回り、算数では、「数と計算」で全国
に最も近くなっている。

児童質問紙

教　　　科
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よく行った どちらかといえば、行った あまり行っていない 全く行っていない
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算数の指導として、前年度までに、実生活における事象との関連を図った

授業を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行っていない 全く行っていない
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○

生徒質問紙

○

○

◎ グローバル化への対応に向けたＡＬＴの専任化による外国語教育の充実
◎ 一人一人のよさや可能性を伸ばすための評価の工夫

学校質問紙

【和寒町の学力向上策】

○ 前年度までに、近隣等の小学校と、授業研
究を行うなど、合同して研修をよく行った。

◎ 確かな学力を育成するための指導力向上を目指した取組の充実（先進地視察や外部講師等による講演会の実施）

○ 国語の指導として、前年度までに、補充的な
学習の指導を行った。

■和寒町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：25人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

【教科全体の状況】

【分析】

 

【学校質問紙調査】

国語 数学

国語において、全国に最も近くなっている。
国語では、「伝統的な言語文化と国語の特
質に関する事項」で全国を上回り、数学で
は、「資料の活用」、英語では、「聞くこと」で
全国に最も近くなっている。

前年度までに、近隣等の小学校と、授業研究を
行うなど、合同して研修をよく行い、授業改善を
進めたことにより、生徒が話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりすることが
できるようになり、国語の「伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項」で全国を上回り、数
学の「資料の活用」、英語の「聞くこと」で全国
に最も近くなったと考えられる。

68 33
平　 均
正答率

国語の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導を行ったことにより、生徒が国語の授
業の内容がよく分かるようになり、国語の「伝統
的な言語文化と国語の特質に関する事項」で
全国を上回ったと考えられる。

○

英語

46

「国語の授業の内容はよく分かる」と回答し
た生徒の割合が、全国及び全道を上回って
いる。

「生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり、広げたりすることができて
いる」と回答した生徒の割合が、全国を上
回っている。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

国語の指導として、前年度までに、漢字・語句
など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を
よく行ったことにより、生徒が、国語の授業の内
容がよく分かるようになり、国語の「読むこと」
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」で全国を上回ったと考えられる。

○

◎ 児童生徒のよさや可能性を伸ばすための評価の工夫
◎

学習規律の定着及び学習指導の改善
指導工夫改善計画に基づく個別・習熟度別学習指導の充実

学校質問紙

【剣淵町の学力向上策】

○ 国語の指導として、前年度までに、漢字・語
句など基礎的・基本的な事項を定着させる
授業をよく行った。

国語の指導として、前年度までに、目的や相
手に応じて話したり聞いたりする授業をよく
行った。

◎

○

■剣淵町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：21人）

○ 国語の授業で、目的や相手に応じて話したり聞
いたりする授業をよく行ったことにより、児童が
国語の授業で学習したことを、普段の生活の中
で、話したり聞いたり書いたり読んだりするとき
に活用するようになり、国語の「話すこと・聞くこ
と」で全国を上回ったと考えられる。

【児童質問紙調査】

「国語の授業内容はよく分かる」と回答した
児童の割合が、全国を上回っている。

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

【学校質問紙調査】

教　　　科

○

「国語の授業で学習したことを、普段の生活
の中で、話したり聞いたり書いたり読んだり
するときに活用しようとしている」と回答した
児童の割合が、全国を上回っている。

○

○ 国語において、全国を上回っている。
国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する
事項」で全国を上回り、算数では、「数量関
係」で全国に最も近くなっている。

○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

生徒質問紙

◎ 児童生徒のよさや可能性を伸ばすための評価の工夫
◎

学習規律の定着及び学習指導の改善
指導工夫改善計画に基づく個別・習熟度別学習指導の充実

学校質問紙

【剣淵町の学力向上策】

○ 国語の指導として、前年度までに、漢字・語
句など基礎的・基本的な事項を定着させる
授業をよく行った。

◎

○ 指導計画の作成に当たっては、各教科等の
教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育
目標を踏まえた横断的な視点で、その目標
の達成に必要な教育の内容を組織的に配
列している。

指導計画の作成に当たっては、各教科等の教
育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標
を踏まえた横断的な視点で、その目標の達成
に必要な教育の内容を組織的に配列したこと
により、生徒が授業で学んだことをほかの学習
に生かすようになり、国語の全領域、数学の
「資料の活用」、英語の「読むこと」で全国を上
回ったと考えられる。

■剣淵町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：17人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

○○ 「国語の授業で学習したことを、普段の生活
の中で、話したり聞いたり書いたり読んだり
するときに活用している」と回答した生徒の
割合が、全国を上回っている。

○

○

国語の指導として、前年度までに、漢字・語句
など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を
行ったことにより、生徒が国語の授業で学習し
たことを、普段の生活の中で、話したり聞いたり
書いたり読んだりするときに活用するようにな
り、国語の全ての領域で全国を上回ったと考え
られる。

国語において、全国を上回っている。
国語では、全ての領域、数学では、「資料の
活用」、英語では、「読むこと」で全国を上
回っている。

「授業で学んだことを、ほかの学習に生かし
ている」と回答した生徒の割合が、全国を上
回っている。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■下川町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：21人）

○

【児童質問紙調査】【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

教　　　科
○
○ 国語において、全国に最も近くなっている。

◎ ウィークエンドスクールにおける家庭学習の充実
◎

創意ある教育課程の編成や指導方法の工夫改善
ＩＣＴ教育の推進による効果的な学習環境の整備

◎

【下川町の学力向上策】

○

児童質問紙
「学級の友達との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりするこ
とができている」と回答した児童の割合が、
全国を上回っている。

学校全体の言語活動の実施状況や課題に
ついて、全教職員の間でよく話し合ったり、
よく検討したりしている。

算数の指導として、前年度までに、補充的な
学習の指導をよく行った。

学校質問紙

国語では、「話すこと・聞くこと」で全国を上
回り、算数では、「量と測定」で全国に最も近
くなっている。

算数の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導をよく行ったことにより、児童が算数
の勉強を好きになり、算数の「量と測定」で全国
に最も近くなったと考えられる。

学校全体の言語活動の実施状況や課題につ
いて、全教職員の間でよく話し合ったり、よく検
討したりしたことにより、児童が学級の友達との
間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深め
たり、広げたりすることができるようになり、国
語の「話すこと・聞くこと」で全国を上回ったと考
えられる。

「算数の勉強は好き」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

国語において、全国を上回っている。
国語では、全ての領域、数学では、「図形」
で全国を上回り、英語では、「聞くこと」で全
国に最も近くなっている。

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考
えを話したり書いたりしている」と回答した生
徒の割合が、全国を上回っている。

○

○

「数学の勉強は好き」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。

生徒質問紙

■下川町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：28人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科
○
○

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

◎ ウィークエンドスクールにおける家庭学習の充実
◎

創意ある教育課程の編成や指導方法の工夫改善
ＩＣＴ教育の推進による効果的な学習環境の整備

学校質問紙

【下川町の学力向上策】

◎

○ 数学の指導として、前年度までに、補充的な
学習の指導をよく行った。

○ 言語活動について、国語科だけではなく、各
教科、道徳、総合的な学習の時間及び特別
活動を通じて、学校全体としてよく取り組ん
でいる。

数学の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導をよく行ったことにより、生徒が数学
の勉強を好きになり、数学の「図形」で全国を
上回ったと考えられる。

○ 言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動
を通じて、学校全体としてよく取り組んだことに
より、生徒が国語の授業では、目的に応じて、
自分の考えを話したり書いたりするようになり、
国語の全ての領域で全国を上回ったと考えら
れる。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎

◎

子どもたちが、主体的に学び自立するための力を養い、確かな学力と体力の向上が図られるよう、教育活動の充実

学校質問紙

【美深町の学力向上策】

○ 全ての学校が「算数の指導として、前年度ま
でに、実生活における事象との関連を図っ
た授業を行った」と回答している。

全ての学校が「前年度までに、家庭学習の
取組として、学校では、児童に家庭での学
習方法等を具体例を挙げながら教えた」と回
答している。

◎

○

子どもたちが、英語に日常的に親しめるよう、ＡＬＴ等の人材活用による、外国語教育の推進

家庭学習習慣定着の取組、長期休業期間中の学習サポート、放課後における学習機会の確保、更には習熟度別指導や
ティーム・ティーチングなどによるきめ細かな指導の充実

算数の指導として、前年度までに、実生活にお
ける事象との関連を図った授業を行ったことに
より、児童が、算数の授業で学習したことを、普
段の生活の中で活用できないか考えるように
なり、算数の「図形」「数量関係」で全国を上
回ったと考えられる。

■美深町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：28人）

○

【児童質問紙調査】【教科全体の状況】

【分析】

前年度までに、家庭学習の取組として、学校で
は、児童に家庭での学習方法等を具体例を挙
げながら教えたことにより、児童が、家で自分
で計画を立てて勉強をするようになり、国語の
「読むこと」「伝統的な言語文化と国語の特質
に関する事項」、算数の「図形」「数量関係」で
全国を上回ったと考えられる。

○ 算数において、全道を上回っている。

「家で自分で計画を立てて勉強をしている」
と回答した児童の割合が、全国を上回って
いる。

国語では、「読むこと」「伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項」、算数では、「図
形」「数量関係」において、全国を上回ってい
る。

○
「算数の授業で学習したことを、普段の生活
の中で活用できないか考える」と回答した児
童の割合が、全国を上回っている。

○

○

児童質問紙

【学校質問紙調査】

教　　　科

○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

「学校全体の言語活動の実施状況や課題に
ついて、全教職員の間で話し合ったり、検討
したりしている」と回答した学校の割合が、
全国を上回っている。

【学校質問紙調査】

【教科全体の状況】

生徒質問紙
「授業で学んだことを、ほかの学習に生かし
ている」と回答した生徒の割合が、全国を上
回っている。

○

○

「生徒の間で話し合う活動を通じて自分の考
えを深めたり、広げたりすることができてい
る」と回答した生徒の割合が、全国を上回っ
ている。

◎ 子どもたちが、英語で積極的にコミュニケーションが図れるよう、ＡＬＴ等の人材活用による外国語教育の推進

◎
子どもたちが、主体的に学び自立するための力を養い、確かな学力と体力の向上が図られるよう、教育活動の充実

学校質問紙

【美深町の学力向上策】

○ 「数学の指導として、前年度までに、実生活
における事象との関連を図った授業を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国を上回っ
ている。

◎

○

数学の指導として、前年度までに、実生活にお
ける事象との関連を図った授業を行ったことに
より、生徒が、授業で学んだことを、ほかの学
習に生かすようになり、数学の「関数」で全国に
最も近くなったと考えられる。

家庭学習習慣定着の取組、長期休業期間中の学習サポート、放課後における学習機会の確保などによるきめ細かな指
導の充実
リーディングスキルテストを活用し、読解力の改善を図ることによる総合的な学力向上の推進◎

○

■美深町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、生徒数：32人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

【分析】

国語では、「伝統的な言語文化と国語の特
質に関する事項」、数学では、「関数」、英語
では、「聞くこと」で全国に最も近くなってい
る。

英語において、全国に最も近くなっている。
○

学校全体の言語活動の実施状況や課題につ
いて、全教職員の間で話し合ったり、検討した
りしたことにより、生徒が、生徒の間で話し合う
活動を通じて自分の考えを深めたり、広げたり
するようになり、国語の「伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項」、数学の「関数」、英
語の「聞くこと」で全国に最も近くなったと考えら
れる。
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※　児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、音威子府村の教科及び児童質問紙のデータは掲載していない。

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【音威子府村の学力向上策】

◎ ＩＣＴ機器を活用した児童一人一人に合わせた教育の推進
◎

○

学校・家庭・地域が連携した学力向上に向けた取組の推進
小規模校の特性を生かしたきめ細かな指導の充実

学校質問紙

○

児童の姿や地域の現状等に関する調査や
各種データ等に基づき、教育課程を編成し、
実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡ
サイクルを確立している。

◎

○

○ 授業研究や事例研究など、実践的な研修を
よく行っている。

児童の姿や地域の現状等に関する調査や各
種データ等に基づき、教育課程を編成し、実施
し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクル
を確立したり、前年度までに、近隣等の中学校
と、教科の教育課程の接続や、教科に関する
共通の目標設定など、教育課程に関する共通
の取組をよく行ったりする取組などにより、教育
活動の質の向上が図られている。

■音威子府村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：1人）

【学校質問紙調査】【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

教　　　科
※　児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、音威子府村の教科のデータは掲載していな
   い。
※　児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、音威子府村の児童質問紙のデータは掲載し
   ていない。

○ 校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等
を校内に設け、校内研修の実施計画を整備す
るなど、組織的、継続的な研修をよく行ったり、
授業研究や事例研究など、実践的な研修をよく
行ったりする取組などにより、教育活動の質の
向上が図られている。

前年度までに、近隣等の中学校と、教科の
教育課程の接続や、教科に関する共通の目
標設定など、教育課程に関する共通の取組
をよく行った。

○ 校長のリーダーシップのもと、研修リーダー
等を校内に設け、校内研修の実施計画を整
備するなど、組織的、継続的な研修をよく
行っている。

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

算数（数と計算）

算数（量と測定）

算数（図形）

算数（数量関係）

北海道（公立）

全国（公立）

100.0 

56.2 

37.3 

42.3 

58.1 

1.4 

4.6 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

音威子府村

全道

全国

児童の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づ

き、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤ

ＣＡサイクルを確立している

よくしている どちらかといえば、よくしている あまりしていない 全くしていない

100.0 

20.0 

22.8 

44.9 

42.2 

30.4 

29.6 

4.6 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

音威子府村

全道

全国

前年度までに、近隣等の中学校と、教科の教育課程の接続や、

教科に関する共通の目標設定など、教育課程に関する共通の

取組を行った

よく行った どちらかといえば、行った あまり行っていない 全く行っていない

100.0

78.5

70.1

20.7

29.2

0.8

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

音威子府村

全道

全国

校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等を校内に設け、校内研修の実施計画を整

備するなど、組織的、継続的な研修を行っている

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない

100.0

77.1

75.2

22.3

24.1

0.3

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

音威子府村

全道

全国

授業研究や事例研究など、実践的な研修を行っている

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない

- 346 -



※　生徒数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、音威子府村の教科及び生徒質問紙のデータは掲載していない。

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

生徒質問紙

○ 各教科等で身に付けたことを、様々な課題
の解決に生かすことができるような機会を設
けている。

指導計画の作成に当たっては、各教科等の
教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育
目標を踏まえた横断的な視点で、その目標
の達成に必要な教育の内容を組織的に配
列している。

○

○ 習得・活用及び探究の学習過程を見通した
指導方法の改善及び工夫をしている。

※　生徒数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、音威子府村の生徒質問紙のデータは掲載して
  いない。

※　生徒数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、音威子府村の教科のデータは掲載していな
　い。

◎ 英語指導助手の配置による外国語教育の充実
◎

○

学校・家庭・地域が連携した学力向上に向けた取組の推進
ＩＣＴ教育による生徒一人一人に合わせた学習の充実

学校質問紙
教育課程表（全体計画や年間指導計画等）
について、各教科等の教育目標や内容の相
互関連が分かるように作成している。

◎

指導計画の作成に当たっては、各教科等の教
育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標
を踏まえた横断的な視点で、その目標の達成
に必要な教育の内容を組織的に配列したり、
教育課程表（全体計画や年間指導計画等）に
ついて、各教科等の教育目標や内容の相互関
連が分かるように作成したりする取組などによ
り、教育活動の質の向上が図られている。

○

○ 習得・活用及び探究の学習過程を見通した指
導方法の改善及び工夫をしたり、各教科等で
身に付けたことを、様々な課題の解決に生か
すことができるような機会を設けたりする取組
などにより、授業改善が図られている。

【音威子府村の学力向上策】

■音威子府村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：3人）

【学校質問紙調査】

教　　　科

【教科全体の状況】

【分析】
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※　児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、中川町の教科及び児童質問紙のデータは掲載していない。

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○ 国語の指導として、前年度までに、漢字・語
句など基礎的・基本的な事項を定着させる
授業をよく行った。

○ 算数の指導として、前年度までに、計算問題
などの反復練習をする授業をよく行った。

授業研究や事例研究など、実践的な研修を
行っている。

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間
及び特別活動を通じて、学校全体として取り組
んだり、授業研究や事例研究など、実践的な研
修を行ったりする取組などにより、教育活動の
質の向上が図られている。

○ 国語の指導として、前年度までに、漢字・語句
など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を
行ったり、算数の指導として、前年度までに、計
算問題などの反復練習をする授業を行ったり
する取組などにより、教育活動の質の向上が
図られている。

◎ 基礎学力向上のためのチャレンジテストの活用と分析及び宿題等を通した繰り返し指導の実施
◎

○

支援員等を活用した習熟度別指導やティーム・ティーチングなどによる児童に応じたきめ細かな指導の充実
学習内容の確実な定着を図るため、朝・放課後サポート学習での補習や追試の実施

学校質問紙

【中川町の学力向上策】

○

言語活動について、国語科だけではなく、各
教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の
時間及び特別活動を通じて、学校全体とし
てよく取り組んでいる。

◎

○

■中川町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：8人）

【学校質問紙調査】【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

教　　　科 ※　児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、中川町の教科のデータは掲載していない。

※　児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、中川町の児童質問紙のデータは掲載していな
　 い。
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家庭学習充実のため個別相談を実施するなど、家庭と連携を図った学習習慣の定着に向けた取組の充実◎
◎ 各種学力調査結果分析に基づく生徒の個別の課題を踏まえた指導方法の工夫・改善の推進と個別指導や補習の実施

ボランティアを活用した放課後学習支援「なかがわ塾」による基礎的・基本的な学習内容の定着に向けた取組の充実

学校質問紙

【中川町の学力向上策】

○ 数学の指導として、前年度までに、補充的な
学習の指導をよく行った。

◎

○ 国語の指導として、前年度までに、様々な文
章を読む習慣を身に付ける授業をよく行っ
た。

■中川町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：14人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

【教科全体の状況】

国語の指導として、前年度までに、様々な文章
を読む習慣を身に付ける授業をよく行ったこと
により、生徒が国語の勉強が大切だと思うよう
になり、国語の全ての領域で全国を上回ったと
考えられる。

数学の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導をよく行ったことにより、生徒が数学
の勉強が好きになり、数学の「関数」で全国を
上回ったと考えられる。

生徒質問紙

【学校質問紙調査】

「数学の勉強は好き」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。

○

○

国語、数学において、全国を上回っている。
○

【分析】

「国語の勉強は大切だと思う」と回答した生
徒の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

国語では、全ての領域で、数学では、「関
数」で、英語では、「聞くこと」で全国を上回っ
ている。

○
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学校質問紙

【幌加内町の学力向上策】

○ 算数の指導として、前年度までに、実生活に
おける事象との関連を図った授業をよく行っ
た。

前年度までに、各教科等で身に付けたこと
を、様々な課題の解決に生かすことができる
ような機会を設けた。

○

算数の指導として、前年度までに、実生活にお
ける事象との関連を図った授業をよく行ったこ
とにより、児童が算数の授業で学習したことを、
普段の生活の中で活用できないか考えるよう
になり、算数の「図形」で全国に最も近くなった
と考えられる。

児童質問紙
○

◎ ICT機器を活用した児童一人一人の実態に応じた教育の推進
◎

学校・家庭・地域が連携した学力向上に向けた取組の推進
小規模校の特性を生かしたきめ細やかな指導の充実

◎

■幌加内町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：12人）

○

【児童質問紙調査】

前年度までに、各教科等で身に付けたことを、
様々な課題の解決に生かすことができるような
機会を設けたことにより、児童が国語の勉強は
大切だと思うようになり、国語の「読むこと」で
全国に最も近くなったと考えられる。

国語 算数

国語において、全国に最も近くなっている。
○

57

【学校質問紙調査】

教　　　科

○

57

「国語の勉強は大切だと思う」と回答した児
童の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

「算数の授業で学習したことを、普段の生活
の中で活用できないか考えている」と回答し
た児童の割合が、全国を上回っている。

国語では、「読むこと」、算数では、「図形」で
全国に最も近くなっている。

【教科全体の状況】

【分析】
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67

英語

国語の指導として、前年度までに、補充的な学
習の指導をよく行ったことにより、生徒が国語
の授業の内容がよく分かるようになり、国語の
全ての領域で全国を上回ったと考えられる。

数学の指導として、前年度までに、実生活にお
ける事象との関連を図った授業をよく行ったこ
とにより、生徒が数学の勉強が好きになり、数
学の全ての領域で全国を上回ったと考えられ
る。

国語及び数学では、全ての領域で、英語で
は、「聞くこと」「書くこと」で全国を上回ってい
る。

平　均
正答率

○

生徒質問紙

【学校質問紙調査】

「数学の勉強は好き」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。

○

○

全ての教科において、全国を上回っている。
○

【分析】

「国語の授業の内容はよく分かる」と回答し
た生徒の割合が、全国及び全道を上回って
いる。

■幌加内町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：17人）

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科

○

57

国語

82
【教科全体の状況】

数学

英語指導助手の配置による外国語教育の充実◎
◎ ＩＣＴ教育による生徒一人一人に合わせた学習の充実

学校・家庭・地域が連携した学力向上に向けた取組の推進

学校質問紙

【幌加内町の学力向上策】

○ 数学の指導として、前年度までに、実生活に
おける事象との関連を図った授業をよく行っ
た。

◎

○ 国語の指導として、前年度までに、補充的な
学習の指導をよく行った。
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